
厳
島
神
社
の
鳥
居 

 

厳
島
神
社
に
は
現
在
階
段
の
途
中
と
階
段
の 

上
に
二
基
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
下
の
鳥
居
は 

一
七
六
八
年
に
建
て
ら
れ
、
二
〇
〇
八
年
で
丁 

度
二
四
〇
年
に
な
り
ま
し
た
。
鎌
倉
市
の
文
化 

財
目
録
に
は
十
二
の
鳥
居
が
載
っ
て
い
ま
す
。 

建
立
が
一
番
古
い
の
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
一
ノ
鳥 

居
で
し
た
が
、
関
東
大
震
災
で
倒
壊
し
昭
和
十 

一
年
に
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
番
目
は
腰
越 

の
小
動
神
社
境
内
に
あ
る
海
神
社
の
鳥
居
で
す 

が
、
傷
み
が
ひ
ど
く
全
面
的
に
補
修
剤
を
塗
っ 

た
為
、
全
く
昔
の
面
影
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い 

ま
し
た
。
三
番
目
が
厳
島
神
社
の
下
の
鳥
居
で 

す
が
、
昔
の
面
影
を
残
し
て
い
る
鳥
居
で
は
鎌 

倉
で
一
番
古
い
も
の
で
す
。 

 

上
の
鳥
居
は
、
古
物
商
で
財
を
成
し
た
小
袋 

谷
出
身
の
方
が
大
正
六
年
十
月
に
寄
進
さ
れ
建 

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
近
年
境
内
近
く
か
ら
鳥 

居
の
残
材
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
も
大 

正
六
年
十
月
と
彫
ら
れ
て
お
り
石
柱
の
太
さ
や 

材
質
、
土
台
石
の
大
き
さ
や
形
状
も
同
じ
な
の 

で
、
古
物
商
の
方
が
二
基
寄
進
さ
れ
た
の
か
も 

し
れ
ま
せ
ん
。
数
人
の
長
老
の
お
話
で
は
、
江 

の
電
分
譲
の
造
成
前
ま
で
は
鳥
居
が
三
基
あ
っ 

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
寄
進
当
時
、
亀
甲
山
に 

は
八
幡
社
が
あ
り
吾
妻
社
と
厳
島
社
は
小
袋
谷 

公
会
堂
の
辺
り
に
あ
り
ま
し
た
。
八
幡
社
に
は 

下
の
鳥
居
が
あ
っ
た
の
で
吾
妻
社
、
厳
島
社
に 

一
基
ず
つ
寄
進
さ
れ
、
厳
島
神
社
の
社
殿
が
亀 

甲
山
に
再
建
さ
れ
三
社
が
合
祀
さ
れ
た
昭
和
の 

初
め
に
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 


